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2021年度　横浜市PTA連絡協議会　役員・会計監査

〈前列　左から〉
副会長：石塚　　慶和（旭区さちが丘小学校）
副会長：青栁　　寛子（磯子区梅林小学校）
会　長：秋好　　直樹（泉区下和泉小学校）
副会長：竹原　浩太郎（都筑区茅ケ崎東小学校）

〈後列　左から〉
書記：島田　　　潤（緑区中山中学校）
書記：中丸　　道江（戸塚区南戸塚中学校）
書記：白石　　洋子（神奈川区錦台中学校）
会計：長谷山　秀信（鶴見区新鶴見小学校）
会計：野中　慎一郎（泉区中和田中学校）

会計監査
　東　　　隆幸（特別支援学校部会 盲特別支援学校）
　佐々木　健一（高等学校部会 金沢高等学校学校長）

副会長
伊藤　智樹
　小学校長会 
　荏田小学校長

鈴木　薫
　中学校長会
　篠原中学校長

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
状
況
を
鑑
み
、
６
月
18
日
に

予
定
し
て
お
り
ま
し
た
定
期
総
会

を
、
理
事
会
の
承
認
を
受
け
『
書

面
表
決
形
式
』
に
て
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
ご
多
用
の
と
こ
ろ
、
議

決
回
答
へ
の
ご
協
力
を
賜
り
、
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
議
案

は
全
て
原
案
ど
お
り
に
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

【
議
事
】

2
0
2
0
年
度

　
事
業
報
告
・
会
計
決
算
・
監
査

報
告

2
0
2
1
年
度

　
理
事
候
補
者（
案
）・
役
員
、
会

計
監
査
候
補
者（
案
）・
ス
ロ
ー
ガ

ン（
案
）・
活
動
方
針（
案
）・
事
業

計
画（
案
）・
予
算（
案
）

２
０
２
１
年
度　�

横
浜
市
P
T
A
連
絡
協
議
会
総
会（
書
面
表
決
）開
催

　日頃より市P連の活動にご協力をいただきまして誠に
ありがとうございます。
　この１年を振り返りますと、「PTAとその活動は何の
ためにあるのだろうか？」ということを多くの方が見つ
め直すきっかけになったのではないかと感じています。
時代や状況に合わせ変えるべきところを変えていくこ
とは、運営に携わる者に与えられた課題と捉えており、
今後の取り組みに際し、その課題を念頭に置き活動を
進めてまいります。
　一方、これまでのPTAの取り組みの価値や意義を再
認識したり、あるいは、やり方を工夫すればもっと良い
ものになる可能性を感じたりする場面も多くありまし
た。少し楽観的過ぎるとのお叱りを受けるかもしれま
せんが、これまでに積み上げてきたPTAの力を最大限
に生かし、かつ、多くの方との意見交換を通じて、子
どもたちの健やかな育ちを支えるための活動を作って
いきたいと考えています。
　引き続き、みなさまのお力添えをお願い申し上げます。

新年度をむかえて
横浜市PTA連絡協議会
会長 秋好直樹�
（泉区下和泉小学校）
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　よこはまファミリー写生大会は、毎年山下公園や新横浜公園などで開催さ
れ、多くの参加者でにぎわっていましたが、第38回の本年度は新型コロナ
ウイルス感染拡大防止のため、横浜市内の小学校・特別支援学校からの応募
形式で行われました。
　また、６月12日（土）に横浜市教育会館で行われる予定となっていました
表彰式と横浜市民ギャラリーでの入賞作品の展覧会も中止となりました。関
係者や入賞者の方々からは、「来年は、通常の屋外でのファミリー写生大会
を実施したい」「楽しみにしていた表彰式や展覧会が中止となって残念です」
との声も聞かれました。
　なお、特別賞受賞作品は準備ができ次第、横浜市PTA連絡協議会のHPに
掲載いたします。

ファミリー写生大会　審査コメント

〈 審査の様子 〉 〈 審査員の先生方 〉

第38回

　コロナ禍で子どもたちにも厳しい状
況が続いていますが、自分の表現に向
き合う時間ができ、それが作品に現れ
良い時間になったのではないでしょう
か。また、絵を描いたり物を作ったり
する時間を欲していたんだと感じるこ
とができました。こういう機会をいた
だき感謝しています。

城郷小１年

　初めての試みでしたが、応募総数
が約3,000作品あり大変嬉しく思って
おります。
　図画工作研究会の先生方をはじめ
各学校校長先生、また事業研修委員
の皆さんのご協力をいただき、無事
に開催することができました。あり
がとうございました。

事業研修委員会
橋本委員長

・�1年生の元気でかわいらしい絵から６年生
とは思えないほど繊細に描かれた絵など
さまざまな作品に触れる事ができました。
・�今年は作品数が多く、お子さんののび
のびとした絵に触れる事ができ、幸せ
な気持ちになりました。ぜひ皆さんも
おうちで、絵を描いたり、見るという
ことをしてほしいです。

　この様な形での
開催は初めてでし
たが、想像してい
た以上に素晴らし
い写生大会になっ
たのではないかと
思います。

ぺんてる
ご担当者様（協賛）

万騎が原小３年駒岡小５年

横浜市教育長賞

上瀬谷小６年
元街小２年瀬谷小４年

横浜市長賞

2021年度�横浜市PTA新任役員研修会 ～オンライン配信～
　横浜市PTA新任役員研修会がオンライン配信にて開催されました。
　第一部は横浜市教育委員会より『家庭・地域・学校のよりよい連携・協
働をめざして』をテーマに、横浜市がめざす子ども「自ら学び 社会とつな
がり ともに未来を創る人」を学校だけでなくPTAや地域が一体となり、社
会全体で支える重要性と、それを担う地域学校協働本部についての講演が
行われました。
　第二部では、市P連役員により横浜市PTAの基本情報や任意性、個人情
報の取扱いなどについて説明がありました。
　第三部はPTA役員経験者による事例紹介で、これからの活動のヒントが
多数発表されました。

◆小学校部会　横浜市立小山台小学校 PTA　元会長 倉根美帆さん
◆中学校部会　横浜市立港南中学校 PTA　2020年度会長 和田嘉一さん
◆高等学校部会　横浜市立横浜総合高等学校 PTA　会長 中村亜美さん
◆特別支援学校部会　横浜市立盲特別支援学校 PTA　東隆幸さん

　今年度の研修会は従来の集合研修とは異なり、PTA役員であれば配信期
間中に、何度でも視聴可能となりました。参加する場所も問わず、より多
くの皆様に情報発信でき、共通理解を図ることができた有意義なものとな
りました。

発行日／2021年7月7日　発行者／横浜市ＰＴＡ連絡協議会　横浜市西区花咲町6−145 横浜花咲ビル3階　編集／2020年度 常置広報委員会

横浜市Ｐ連ＨＰの
２次元コード

横浜市小学校図画工作研究会
会長　江口和良先生

図画工作研究会委員の
校長先生方
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　小学部から高等部までの12年間を過ご
すことが多い特別支援学校。
　児童生徒たちは日頃どのような活動を
しているのか、上菅田特別支援学校へ取
材に伺いました。
　コロナ禍におけるPTA活動については、昨年度に先生と
保護者にアンケートをとり、活動の内容を見直したひとつ
に、委員会活動ではなくボランティアを募るかたちをとる
など新しい活動に取り組まれたそうです。例年は周辺の
方々を招いてのバザーでしたが、今年度は校内の児童生徒
向けのイベントに変更し、商品の企画から作成までをPTA
と子どもたちで作り上げていこうと企画。校内でできない
作業については、横浜市内にある他の特別支援学校に相談
をして、商品を作ることも提案しているとのお話を伺い、
学校間での様々な交流がされていることを知りました。
　同校は、特別支援学校の中でいち早く横浜市のGIGA
スクール構想の整備が進み、ICT機器を活用しています。

高等部での職業の授業ではそれぞれに合った機器を利用
し、先生やPTAから発注を受け、名刺のデザイン作成や印
刷、データ入力などの業務を請け負っており、今後の自立
にむけて取り組んでいます。コロナ禍において、学校へ来
ることが難しい児童生徒たちもオンライン授業に参加して
いました。また音楽の授業では、先生が弾くピアノのそば
にiPadを設置して手元を映し、様々なタイプの車いすに
合わせてタブレットを視線の先に置き、見やすいように固
定して使っていました。
　今の時代だからこそできるICT機器を利用した授業。
様々な設備が整う中、子どもたちは個々の苦手な分野を機
器で補い、新たな活動の幅を広げており、以前とは違った
活躍の場と学習技能を大いに活用していました。ICT化の
波は特別支援学校の児童生徒たちに大きく押し寄せ、その
波に乗るように上手に真剣に活用する姿は頼もしく、将来
の扉を開くための第一歩に
なると思いました。
　そして、上菅田特別支援
学校といえば、活動が盛り
上がり熱くなるスポーツが
あります。それは、パラリ
ンピックの競技にもなって
いる「ボッチャ」です。
　日頃、勝敗を決める経験

や体験が少ない児童生徒たちが勝ち負けを一緒に感じ、一
体感を味わえるこのスポーツは地域交流にも活躍していま
す。コロナ禍で昨年度より交流は行えていませんが、近隣
の小中学校でも大人気です。休校期間中に先生が自宅で子
どもたちに楽しんでもらえるように、好きなキャラクター
の生地や鈴を入れた手作りのボッチャボールを製作して、
貸し出しを行っていました。家族みんなで楽しめますので、
個人的に購入をした方や、校長室にも貸し出し用のセット
が数セット常備されているほどです。
　ボッチャは老若男女、
障がいがあってもなくて
も楽しめるスポーツで
す。機会がありましたら
ぜひ皆さまも体験してみ
てください！
　先生と保護者はどうし
たら子どもたちが自分ら
しく、社会とともにいき
いきと暮らしていけるの
だろうかと考え、寄り
添ってともに取り組んで
いる姿に共感と感銘を受
けました。

 設置のきっかけは？ 
　きっかけは、東日本大震災です。
　災害が起きた際に児童・教職員が速やかに使える備蓄
品を収納するために倉庫をPTAで購入しました。PTA
が自由に使える備蓄倉庫を持っているのは西区では西前
小学校のみです。

 備蓄品について 
　備蓄品はアルミブランケット・LEDランタン・食物
アレルギーに配慮してアルファ米・飲料水を一日分用
意しています。また、災害にあった児童の気持ちを落
ち着かせるために、ビスコや羊羹などの甘いものも用
意するなど工夫しています。
　備蓄品の賞味期限は一目で分かるように一覧を作成
しています。賞味期限が近くなったものは、創立記念
日などのイベント時に児童に配り、備蓄倉庫について
広く知ってもらうようにしています。

 運用面で心がけていること 
　倉庫を利用する際は、必ず二人一組で行うようにし
ています。誰が入ったか分かるように利用チェック表に
記入する決まりになっていて、安心安全に使用できるよう心がけています。
　倉庫の鍵は学校に保管してあり、災害が発生した時にいつでも利用できるようになってい
ます。

 その他のPTA活動について 
　西前小学校では備蓄倉庫の他にベルマーク委員会を単独で設置しているところもこだわり
の一つで、日本語が話せない外国の保護者の方でも気軽にPTAに参加してもらえる委員会
になっています。集計したベルマークで備蓄品も購入しています。

　取材を通して西前小学校PTAは児童を中心に、学校と保護者が輪になって子どもたちが
安心して学校生活を送れるように活動していきたいという意気込みを感じました。

　平成23年度に新１年生の教育ボランティア
を募集したこと。小学校に入学し、環境の変
化に戸惑う子、うまくコミュニケーションが
とれない子、着替えやトイレなど身辺自立に
補助を要する子などに対して、柔軟な対応、
きめ細やかな対応をしていくことで、適切な
人間関係を築き、望ましい生活習慣・学習習
慣を身に付けられるようにという考えから、
学校が児童の保護者から教育ボランティアを
募集したのだそうです。
　対象は、新１年生の保護者を除く、２年生～
６年生の保護者に加え、卒業生の保護者から
も広く募集されました。

・�子どもから学校の話は聞いていたが、聞くのと見るのでは全然違う。支
援に入ると学校の様子が分かった。家庭での子どもとの会話に深みが出る。
・�兄弟が幼稚園にいる場合など、支援に入る事で、今の１年生がどんなこ
とをしているのかが分かり参考になる。
・�先生方が学習指導や生活指導に尽くされる姿を間近で見て、改めて感謝
の気持ちをもった。
・�支援活動は楽しい。子どもたちに顔を覚えてもらい「〇〇先生！」と名
前を呼んで挨拶してくれるのが、とても嬉しい。
・�１年生になりたての児童には、補助できる人がいるかいないかでは、担
任も児童も負担が違う。声をかけると児童も安心する。
・�子どもが１年生の時にひまわり先生にお世話になり、お母さんにもひま
わり先生をやってほしいとお願いされ登録した。子どもは自分の親が学
校にいることが、とても嬉しそう。

　活動時間は９時半から下校まで。ひまわり柄の黄色いエプロンを着けます。
　「ひまわり先生」は、担当クラスが決まっていて、いつも同じクラスに入ります。
　１年生が自立して学校生活が送れるようになるよう、授業中の補助（教科
の準備、立ち上がる子や困っている子など、支援が必要な子への声掛けなど）
や、体育や給食時の準備・片付け・着替え・清掃の補助・下校付き添いなど、
支援は多岐に渡ります。

　みんなの思いが込められたカラフルな色のエレベーターと、優しい風が爽やか
に吹き抜けるような心地よいチャイムの音色で、子どもたちが安心して楽しく学
校生活を送っていることが感じられるワクワクがいっぱいの学校でした！

　豊かな緑に囲まれている上の宮中学校。PTA活動では梅の季節に学校内で収穫
した梅を漬け込み、文化祭で梅シロップとして生徒や保護者に振る舞われる活動や、
七夕やクリスマスなどでは校内をキレイに飾り付けされるなど、数えきれないほど
の温かい活動がたくさんありました。

◆地域ぐるみで学校運営支援
　近隣の小中学校と共に平成21年からス
タートされた『上の宮中学校ブロック（区）
学校支援地域本部』※１では、環境整備とし
て校内清掃や昇降口前の花壇の花植えや草取
りをされています。取材日もキレイに咲いて
いました。
　１月には３年生を対象に受験面接の練習が
行われますが、地域からは講師役の方が参加
され、面接に向けての貴重なアドバイスをい
ただくなど、生徒たちからは「自信につながっ
た。」という声が多く聞かれるそうです。

◆COCOO（コクー）
　2020年度より学校連絡情報共有サービス
『ＣＯＣOＯ（コクー）』が導入されています。
　電話またはWEBから欠席理由も自動集計される24時間の欠
席連絡受付や、学校連絡アンケート機能もあり、教職員と保護
者の負担が軽減されていました。

◆スローガン
　　『all challenge 沢山のことにチャレンジして
 最高のオアシス　上の宮を創ろう』　
　生徒会発案のスローガンを基に、全校生徒自らが工夫しながらよりよい学校生活を目指して、
2021年2月24日にいじめをなくそう『ピンクシャツDAY』が実施されました。校長先生からは、『子
どもたちは柔軟で豊かな発想力を持っており、目的を意識したうえで「こうすればできるのではな
いだろうか、こんな工夫をしてみよう。」と、みんなで考え、チャレンジして、上の宮中学校を最高
のオアシスにしてもらいたいと思います。』とお話をいただきました。
　人と人とのつながりや支えあう活動が随所にみられ、人の温もりをたくさん感じられるステキな
上の宮中学校でした。

 「ひまわり先生」の始まり

 「ひまわり先生」の活動内容

　「ひまわり先生」は１年生がスター
トカリキュラムをスムーズに始めるた
めには、なくてはならない存在です。
一人ひとり成長は様々で、集団活動に
不安を感じている子や困っている子の
支援に入ってもらえるのは、とてもあ
りがたいです。

学校にエレベーターを設置した場所はどこですか。 チャイムの音色を変えるキッカケや理由を教えてください。

エレベーター利用について子どもたちと決めたルールは
ありますか?

桜色（ピンク色）に校舎が
塗られているところがエレ
ベーター設置の場所です。

誰もがいつでも乗れる訳ではなく、ケガをした時や来校
された高齢の方など、階段を使うことが難しい時に使用
します。困っている人を助けるためのエレベーターなの
で、サポートが必要な時に先生と一緒に利用します。

コロナ禍で学校が休校になる中、子どもたちが不安
な気持ちになっているのではないか？と考え「安心
して明日も学校へ行きたいという気持ちになってほ
しい」と先生たちと一緒に考えました。

　「ひまわり先生」は担当クラスが決まっているの
で、子どもたちはひまわり先生と顔見知りになり、
安心感を持って学校生活を送ることができます。
ひまわり先生がいてくれた事が嬉しくて、次年度
に参加してほしいと親にお願いする子も多いそう
です。新１年生の保護者からも、とても感謝され
ているそうです。

校章のさくらの花びらから
メロディを制作した特別チャイム

チャイムの音色はどのように作られたのですか？

音色のチャイムは１日に何回流れますか？

チャイムを変更したことによって子どもたちの
変化や反応はありましたか?

井出音研究所さんのご協力にて学校
の校章からメロディーを作成し、
ハープの音色を取り込むなど音声を
可聴化し、職員で候補を選び、最終
的に児童の投票で決定しました。制
作にはPTAの方も参画しています。

1時間目・3時間目・5時間目の授業が始まる前の3回です。
児童の登校時間に合わせ8:05〜8：20は小鳥のさえずり、
川のせせらぎの音を流し、児童たちはこの音を聞き静か
に過ごしています。今までのチャイムは予鈴として現在
も使われています。

予鈴のチャイムが鳴り、その後に音色の
チャイムが鳴った時には、子どもたちは席
についています。子どもたちは音色のチャ
イムがとても好きなんです。

 校長先生のお話

 保護者や児童の反応や感想

 「ひまわり先生」へのインタビュー

最高のオアシス PTA独自の備蓄倉庫上の宮中学校

世界に一つだけの特別なエレベーター
〜さくサポエレベーター〜

扉の色には子どもたちの思いが込められています

人とのふれあいに
ぬくもり溢れる

　瀬谷さくら小学校は「自分大すき
友達大すき　さくらの子」を学校
目標として、先生、保護者、地域
が協力し、子どもたちにとって安
心して楽しい学校生活が送れるよ
うに考えています。コロナ禍で相
手との距離を離すのではなく相手
を思うという気持ちを込めて標語
を作りました。

ICT化の波に乗って

　ひまわり先生が下校時に引率していると、色々な保護者の
方に声を掛けられるそうです。１年生の保護者から、どうし
たらひまわり先生になれるのか、資格がいるのか、など聞か
れるそうで、ひまわり先生の存在そのものが、次の担い手を
自然と生み出している、そんな素敵なサイクルができていました。

　舞岡小学校では、「ひまわり先生」という素敵な取り組みが行われ
ています。新１年生が入学して、学校生活に慣れるまでの約２ヶ月、
児童の保護者がボランティアとして、子どもたちをサポートしていく
教育支援活動です。

子
ど
も
た
ち
に

寄
り
添
い
、

一
緒
に
歩
ん
で

「ひまわり先生」
舞岡小学校

新１年生の学校生活スタートを
　　　　　　支える黄色いエプロン

安心
こだわり

上菅田上菅田
特別支援学校特別支援学校
上菅田
特別支援学校

瀬谷さくら小学校瀬谷さくら小学校瀬谷さくら小学校

白扉

黄扉

赤扉

青扉

授業の準備のお手伝い 交通安全教室にも参加

校歌の石碑前の花壇

アルファ米は
複数の味を用意

ブランケット
保温対策もバッチリ！

小麦アレルギーの児童
用の「えいようかん」

子どもたちに大人気の
「西前マン」。児童のイ
ラストから誕生しました。

きれいに整備された中庭

美術部が描いたスローガン

保健室や給食室を清潔に
保ち安心安全な学校生活
を送りたい

2年生と4年生には明る
く前向きに学校生活を
送ってほしい

1年生と個別支援学級には
元気いっぱいで楽しい学
校生活を送ってほしい

※１　文部科学省では、幅
広い地域住民の参画を得て
地域全体で子どもたちの学
びや成長を支えるために
様々な取組を実施する『地
域学校協働活動』事業（旧
事業名称：学校支援地域本
部事業）を行っています。
横浜市立学校には地域学校
協働活動を行う団体（地域
学校協働本部等）が約300
団体あり、学習支援や登下
校の安全指導など、地域と
学校が連携しながら『地域
とともに子どもを育む学校
づくり』を行っています。

3年生と5年生には頼られ
る学年になってほしい。6
年生にはしっかりした
リーダーになってほしい

授業の見守り

体育の授業のサポート

取材日のひまわり先生たち

ボールと場所があればだれもが楽しめる
（先生手作りのボッチャボール）

2020年度キャラクター
「ねこたび」

児童生徒たちの通学に必要なバス

校内移動に大切な長いスロープ
� 楽しいトランポリン

1F

3F

2F

4F

西前小学校



テ
ー
マ
を
決
め
た
と
い
う
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
が
目
を
引
く
。
コ
ロ
ナ

を
乗
り
越
え
た
明
る
い
未
来
へ
の

生
徒
た
ち
の
希
求
が
伝
わ
る
。
集

合
写
真
も
色
合
い
が
と
て
も
映
え

る
。
直
接
の
観
覧
は
か
な
わ
な

か
っ
た
が
生
徒
た
ち
の
頑
張
り
が

見
え
て
く
る
。

◆
あ
か
ね
台
中
学
校
（
青
葉
区
）

　
「
あ
か
ね
台
」

　

学
級
旗
が
迫
力
満
点
。
個
性
あ

ふ
れ
、
担
任
の
先
生
か
ら
の
コ
メ

ン
ト
も
ク
ラ
ス
ら
し
さ
が
出
て
い

て
よ
か
っ
た
。材
料
が
な
い
中
で
、

職
業
講
話
、
教
育
実
習
、
ラ
ン
チ

タ
イ
ム
な
ど
学
校
の
様
子
を
保
護

者
に
伝
え
る
べ
く
手
堅
く
ま
と
め

て
い
る
。

◆
金
沢
高
等
学
校（
高
等
学
校
部
会
）

　
「
金
澤
髙
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
」

　

パ
ズ
ル
の
ピ
ー
ス
の
よ
う
に
写

真
を
組
み
立
て
た
丁
寧
な
作
業

は
、
保
護
者
が
知
り
た
い
学
校
で

の
わ
が
子
の
様
子
を
事
細
か
に
映

し
出
し
た
。「
コ
ロ
ナ
禍
こ
そ
想

像
力
で
前
に
進
も
う
」
は
、
生
徒

や
学
校
を
勇
気
づ
け
る
啓
発
と

な
っ
た
と
思
う
。

◆
中
丸
小
学
校
（
神
奈
川
区
）

　
「
な
か
ま
る
」

　

行
事
の
縮
小
、
中
止
と
異
例
ず

く
め
の
環
境
に
萎
縮
せ
ず
、
元
気

い
っ
ぱ
い
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し

た
楽
し
い
紙
面
を
届
け
る
こ
と
が

で
き
た
。
写
真
の
合
成
も
愉
快
。

「
祝
！
金
メ
ダ
ル
！
」
は
、
子
ど

も
た
ち
の
独
創
性
が
楽
し
め
た
。

コ
ロ
ナ
対
策
も
時
宜
に
か
な
っ
た
。

◆
富
士
見
台
小
学
校
（
西
区
）

　
「
芙
蓉
峰
」

　

子
ど
も
た
ち
の
手
書
き
文
字
で

デ
ザ
イ
ン
し
た
ク
ラ
ス
ご
と
の
見

開
き
ペ
ー
ジ
に
イ
ン
パ
ク
ト
。
学

年
ご
と
の
ペ
ー
ジ
も
見
応
え
が
あ

る
。
表
紙
も
い
い
。
学
校
と
地
域

の
つ
な
が
り
を
象
徴
し
た
ワ
ッ
ペ

ン
展
開
に
思
い
が
伝
わ
る
。
み
ご

と
な
一
年
の
集
大
成
と
な
っ
た
。

◆
新
吉
田
第
二
小
学
校
（
港
北
区
）

　
「
は
や
ぶ
ち
っ
子
」

　
「
新
し
い
生
活
様
式
と
は
？
」

や
教
職
員
紹
介
の
「
お
う
ち
時
間

の
楽
し
み
方
」
は
コ
ロ
ナ
時
代
に

読
ま
れ
る
企
画
。
リ
モ
ー
ト
合
奏

の
裏
話
や
「
ま
め
知
識
」
の
運
動

会
「
青
組
ｖ
ｓ
緑
組
」「
ノ
ー
チ
ャ

イ
ム
の
秘
密
」も
気
付
き
が
秀
逸
。

表
紙
も
統
一
感
が
あ
り
美
し
い
。

◆
都
田
西
小
学
校
（
都
筑
区
）

　
「
み
ど
り
の
そ
よ
風
」

　
「
登
下
校
の
安
全
見
守
り
」
は
、

学
校
が
地
域
に
開
か
れ
、
支
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
い

い
紙
面
で
、
地
図
に
写
真
を
配
し

た
レ
イ
ア
ウ
ト
も
効
果
的
だ
っ

　
　
神
奈
川
新
聞
社
賞・会
長
賞

◆
荏
田
南
小
学
校（
都
筑
区
）

　
「
ス
ク
ラ
ム
」

　

コ
ロ
ナ
禍
、
登
校
再
開
で

の
学
校
の
取
り
組
み
に
目
を

開
か
れ
た
。
健
康
観
察
、
手

洗
い
、
授
業
、
休
み
時
間
と

丹
念
に
取
材
し
て「
お
願
い
」

を
付
す
な
ど
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
陰
な

が
ら
の
支
え
を
再
認
識
さ
せ

ら
れ
た
。「
安
全
・
安
心
」

を
地
で
ゆ
く
作
り
に
保
護
者

ら
の
熱
い
想
い
が
感
じ
ら
れ

る
。
特
集
テ
ー
マ
が
多
岐
に

わ
た
り
専
門
性
が
あ
る
。
大

変
な
時
代
に
５
回
発
行
の
意

気
込
み
に
も
敬
服
。

2020年度横浜市PTA広報紙コンクール受賞校と作品講評
　2020年度横浜市PTA広報紙コンクールに応募された作品の中から次の作品が選ばれました。
　小中学校の会長賞受賞10作品は、日本PTA全国協議会「全国小中学校PTA広報紙コンクール」に横浜市PTA連
絡協議会代表として推薦いたしました。
　コロナ禍において各学校の様子がとても良く分かる作品が多く見られました。ご応募ありがとうございました。
なお作品講評は、神奈川新聞社にお願いいたしました。（広報委員長賞のみ広報委員長講評）

　
　
広
報
委
員
長
賞
・
奨
励
賞

◆
日
限
山
小
学
校（
港
南
区
）

　
「
日
限
山
の
風
」

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
な
内

容
で
あ
っ
た
こ
と
を
評
価
い

た
し
ま
し
た
。
発
行
回
数
の

多
さ
も
評
価
に
値
す
る
と
思

い
ま
す
が
、
内
容
に
よ
り
大

き
な
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

多
彩
な
活
動
も
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
理
解
で
き
る
上
に
、

そ
の
報
告
に
留
ま
ら
ず
、
通

り
一
遍
の
内
容
で
は
な
く
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
理
解
し
て
も

ら
お
う
と
す
る
意
図
が
と
て

も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
き
っ

と
素
晴
ら
し
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

を
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
な

と
想
像
で
き
ま
し
た
。

た
。
教
職
員
紹

介
に
校
内
見
取

り
図
を
組
み
合

わ
せ
た
の
も
良

い
ア
イ
デ
ア

だ
っ
た
。

◆
折
本
小
学
校
（
都
筑
区
）

　
「
お
り
も
と
」

　

子
ど
も
た
ち
が
６
年
間
を
通
し

て
、
成
功
体
験
を
基
に
主
体
性
を

育
て
て
い
く
と
い
う
同
小
の
教
育

を
紹
介
し
た
特
集
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
具
体
例
を
引
き
な
が
ら
記
事
と

写
真
で
読
ま
せ
る
内
容
だ
っ
た
。

「
秘
密
」
を
聞
い
た
先
生
紹
介
も

素
顔
が
垣
間
見
え
て
楽
し
か
っ
た
。

◆
日
限
山
中
学
校
（
港
南
区
）

　
「
日
限
山
」

　

教
職
員
紹
介
は
、
顔
写
真
と
イ

ラ
ス
ト
が
マ
ッ
チ
し
て
お
り
面
白

く
で
き
た
。
写
真
を
と
に
か
く
多

用
し
た
ア
ル
バ
ム
の
よ
う
な
作
り

で
わ
か
り
や
す
く
生
徒
の
学
校
で

の
活
動
を
伝
え
た
。
文
字
も
少
な

め
で
と
に
か
く
見
せ
る
こ
と
に
徹

し
た
。

◆
浜
中
学
校
（
磯
子
区
）

　
「
Ｈ
ａ
ｍ
ａ
」

　

表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
が
き
れ
い
。

コ
ロ
ナ
に
よ
り
無
人
と
な
っ
た
通

学
路
に
あ
る
は
ず
の
普
段
の
賑
わ

い
を
重
ね
た
の
だ
ろ
う
か
。
印
象

的
で
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
一
転
、

春
号
で
は
生
徒
た
ち
の
楽
し
そ
う

な
様
子
が
伝
わ
る
。
生
徒
た
ち
や

参
加
者
の
表
情
が
ど
れ
も
い
い
。

◆
十
日
市
場
中
学
校
（
緑
区
）

　
「
十
日
市
場
中
」

　

合
唱
の
代
わ
り
に
ク
ラ
ス
毎
に

　
　

奨
励
賞

◆
西
寺
尾
小
学
校
（
神
奈
川
区
）

◆
本
町
小
学
校
（
中
区
）

◆
南
吉
田
小
学
校
（
南
区
）

◆
山
内
小
学
校
（
青
葉
区
）

◆
中
田
小
学
校
（
泉
区
）

◆
寺
尾
中
学
校
（
鶴
見
区
）

◆
汲
沢
中
学
校
（
泉
区
）

◆
港
南
台
ひ
の
特
別
支
援
学
校

　
（
特
別
支
援
学
校
部
会
）

　各区部から推薦され、表彰されました。
　おめでとうございます。

　発行部数27万部の「PTAよこはま」を市内各区
部から集まった保護者38名が協力し合い、丁寧に
取材をし興味を持って読んでもらいたい！という
思いで記事を書き、一からつくりあげました。是
非多くの方々にご一読いただけたら嬉しいです。
取材にご協力いただいた皆様、一年間共に活動し
た広報委員の皆様に心より感謝申し上げます（TK）

２
０
２
０
年
度 

常
置
広
報
委
員

2021年度

優良PTA表彰校

●
浦
島
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
神
奈
川
区
）

●
万
騎
が
原
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
旭
区
）

●
東
本
郷
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
緑
区
）

●
榎
が
丘
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
青
葉
区
）

●
元
石
川
小
学
校
は
ぐ
く
み
の
会
（
青
葉
区
）

●
南
山
田
小
学
校
児
童
の
保
護
者
と
教
職
員
の
会（
都
筑
区
）

●
東
汲
沢
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
戸
塚
区
）

●
本
郷
台
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
栄
区
）

●
岩
井
原
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
西
区
）

●
鶴
ケ
峯
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
旭
区
）

●
希
望
が
丘
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
旭
区
）

●
十
日
市
場
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
緑
区
）

●
あ
か
ね
台
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
青
葉
区
）

●
ろ
う
特
別
支
援
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
特
別
支
援
学
校
部
会
）

編 集 後 記

　
　
会
長
賞

〈
審
査
の
様
子
〉

２
班

伊
佐
理
英
子	

（
鶴
見
区
）

荒
井
沙
弥
香	

（
鶴
見
区
）

中
里
奈
緒
美	

（
神
奈
川
区
）

岩
崎
智
子	

（
神
奈
川
区
）

藤
南
佳
江	

（
南
区
）

山
田
智
久	

（
南
区
）

宮
尾
円
香	

（
港
南
区
）

小
宅
百
代	

（
港
南
区
）

蓬
田
研	

（
磯
子
区
）

溝
口
有
樹
香	

（
磯
子
区
）

水
井
珠
美	

（
金
沢
区
）

大
津
麻
子	

（
金
沢
区
）

村
上
教
子	

（
青
葉
区
）

金
澤
道
代	

（
青
葉
区
）

堀
田
み
き	

（
栄
区
）

堀
田
毅	

（
栄
区
）

荒
祐
子	

（
泉
区
）

田
村
尊
子	

（
泉
区
）

１
班

萩
生
田
祐
子	

（
西
区
）

浅
野
香
織	

（
西
区
）

河
野
愛
子	

（
中
区
）

大
塚
水
恵	

（
中
区
）

新
井
朋
子	

（
保
土
ヶ
谷
区
）

喜
多
井
美
保	

（
保
土
ヶ
谷
区
）

齋
藤
静
香	

（
旭
区
）

清
水
愛	

（
旭
区
）

山
本
麻
里	

（
港
北
区
）

酒
向
信
司	

（
港
北
区
）

水
野
恵
子	

（
緑
区
）

石
川
亜
紀
子	

（
緑
区
）

橋
本
志
穂	

（
戸
塚
区
）

足
達
美
砂
子	

（
戸
塚
区
）

川
村
由
紀
子	

（
都
筑
区
）

加
川
友
恵	

（
都
筑
区
）

古
賀
聖
子	

（
瀬
谷
区
）

大
庫
美
季	

（
瀬
谷
区
）

片
山
幸
子	

（
特
別
支
援
）

豊
田
美
恵
子	

（
特
別
支
援
）

　
市
Ｐ
連
推
薦
２
作
品
が
小
学
生
の
部
で
佳
作
を
受
賞
し
ま
し
た
。

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
２
０
２
０
年
度

「
楽
し
い
子
育
て
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」三
行
詩

　米作り体験のサポートを
通じ、児童が米作りの知識
を深め、農業や食に対して
自分の考えを持つことにつ
ながっていること、自然環
境の保全や農業に従事する
方には安全な食生活への思
いがあることを児童に理解
させていることが表彰され
ました。おめでとうござい
ます。

～
家
庭
で
話
そ
う
！
我
が
家
の
ル
ー
ル
・
家
族
の
き
ず
な
・
命
の
大
切
さ
～

　
大
滝
　
一
颯

「
も
う
重
い
よ
」っ
て
言
わ
れ
る
け
ど  

あ
っ
た
か
い
か
ら
や
め
ら
れ
な
い
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
っ
た
ら
今
度
は  

私
が
お
ん
ぶ
す
る
ね
。

　
利
根
川
　
怜
音

オ
レ
の
父
ち
ゃ
ん
最
強
だ
。 

い
な
く
て
も
オ
レ
の
こ
と
を

い
つ
も
空
か
ら
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
。 

だ
か
ら
オ
レ
の
心
も
最
強
だ
。

神奈川県環境農政局

かながわ地球環境賞受賞
茅ケ崎東小学校PTA（都筑区）
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